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（別紙１）
スタート①

特定の発生源を想定しない
地域の概況を把握

地域の概況を把握するための
資料等調査

一般環境把握調査

地域の区分に 複数試料の混合
よる調査 による効率的調査

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ値 超えない 終了
混合試料数 （超過の可能性なし）

超える
個々の試料を再分析

超えない
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ値 終了

超える
汚染原因の推定のための

資料等調査

推定できない
推 定

推定できた
汚染原因をふまえた 超過地点を中心に
対象地概況調査 対象地概況調査スタート②

予め対象地を設定
対象地概況調査 ＊

燃焼系発生源の 非燃焼系発生源の
影響を調査 影響を調査

対象地の資料等調 対象地の資料等 超過地点を中心に
査を踏まえ、 調査を踏まえ、かつ 四方向に調査
最大着地濃度発生 概ね1,000m に１点２

地点等を考慮
＊の場合は、
汚染がある等の場合

平面汚染範囲の確定

深度調査

深度範囲の確定

対策手法の選定

土壌調査手法のフロー図


